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大 野 寿 子（訳）
翻訳
1 テクスト：Paul Nedo (Paweł Nedo): Sorbische Volksmärchen. Systematische Quellenangabe 

















































































































































Łužiča, časopis za zabawu a powučenje (Die Lausitz. Monatsschrift für Unterhaltung und 





















































































8 ドイツ語の単語は bitten（頼む、願う）の過去形 3人称複数の baten が使われているが、
ドイツ語原文にカッコ書きで注が施されているので、訳者の解説をまじえ訳出する。





ルリン、1882年。W. v. Schulenberg: Wendisches Volksthum in Sage, Brauch und Sitte. Berlin 
1882. （SchVtと略記）












































































































ベルリン、1953年。転写製版法による1841年と1843の二巻本の復刻。L. Haupt und L. E. 
Schmaler: Volkslieder der Sorben in der Ober- und Niederlausitz. Berlin 1953. Anastatischer 
Neudruck des zweibändigen Werkes a. d. J. 1841 bzw. 1843. （HSchmと略記）
11 原文は Patchen und Patin. Patin は Pate の女性形で、「名付け親（のおばさん）」あるい
は「代母」と訳すことができる（注 2参照）。Pate には古くは Patenkind、つまり「名
付けられた子供」、「代子」を示す用法があった。このタイトルの Patchen（Pate+chen）




























































































































































































を示している。ヤン・B・ショウタ（Jan B Šołta）により本書 30a として
報告されたバージョンは、『ラウジッツ人─娯楽と教訓のための雑誌』23〔以
下『ラウジッツ』Łžnと略記〕の1861年55号に、すでに断片として登場し
19 Klafter は、横に広げた腕の長さで、尋とも考えられる。日本で 1尋は約1.515メートル。
20 Ｗ・フォン・シューレンブルク『シュプレーの森にみるヴェントの民間伝説と風習』、
ライプツィヒ、1880年。W. v. Schulenberg: Wendische Volkssagen und Gebräuche aus dem 
Spreewald. Leipzig 1880. （SchVsと略記）
21 テクスト:パウル・ネド『ソルブの民話─概説と注釈を施した体系的文献一覧』、ドモ
ヴィナ出版社（バウツェン）、1956年、380-382頁。
22 Brüder Grimm: Kinder- und Hausmärchen.　グリム兄弟『子供と家庭のメルヒェン集』
の略称。初版第 1巻刊行1812年、第 2巻刊行1815年。第 7版決定版（1857年）には、「メ
ルヒェン」が201話（通し番号KHM 1からKHM200まで、 1話重複）と、「子どもの
ための聖人伝」が10話（KHM201からKHM210まで）収録されている。【以下、KHM
と略記】KHM 4はまさに、「怖がることを習いに旅に出た男の話」（Märchen von 























24 J. Bolte/ G. Polívka: Anmerkungen zu den Kinder- und Hausmärchen der Brüder Grimm. 5 
Bde. Leipzig 1913-32.J・ボルテ／ G・ポリーフカ『グリム兄弟《子供と家庭のメルヒェ
ン集》注釈書』、全 5巻、ライプツィヒ、1913-32年刊行。（以下、ボルテ／ポリーフ
カ『注釈書』あるいはBPと略記）
25 Ludwig Bechstein: Deutsches Sagenbuch. Leipzig 1853. ルートヴィヒ・ベヒシュタイン『ド
イツ伝説集』、ライプツィヒ、1853年。
26 W.-E. Peuckert: Schlesiens detusche Märchen. In: Schlesisches Volkstum. Bd. 4. Breslau 1932. 
W─E・ポイケルト『シュレージエン地方のドイツ・メルヒェン』（『シュレージエン
の民俗』第 4巻）、ブレスラウ、1932年。













27 V. Tille: Soupis českých pohádek (Sammlung der tschechischen Märchen);
 I. Rozpravy České Akademie Věd a Uměmi. Tř. III, č. 66. Praha 1929;
 II/1. Rozpravy České Akademie Věd a Uměmi. Tř. III, č. 72. Praha 1934;
 II/2. Rozpravy České Akademie Věd a Uměmi. Tř. III, č. 74. Praha 1937.
 V・ティレ『チェコのメルヒェン集』第Ⅰ巻、プラハ、1929年。第Ⅱ巻第 1部、プラ
ハ、1934年。第Ⅱ巻第 2部、プラハ、1937年。
28 J. Polívka: Súpis slovenských rozprávok (Sammlung der slowakischen Volksmärchen). 5 Bde. T. 
Sv. Martin 1923-1931. J・ポリーフカ『スロヴァキアの民話集』全 5巻、マルティン、
1923-1931年。
29 J. Krzyžanowski: Polska bajka ludowa w układzie systematycznym (Das polnische 
Volksmärchen in systematischer Anordnung).1.Bajka zwierzęca (Das Tiermärchen) Warszawa 
1947; 2. Baśń magiczna (Das Zaubermärchen ) Warszawa 1947. J・クジジャノフスキー『体
系的に配置されたポーランド民話』、第Ⅰ巻「動物メルヒェン」、ワルシャワ、1947年。
第Ⅱ巻「魔法メルヒェン」、ワルシャワ、1947年。
30 Stith Thompson: The Types of the Folktale. A Classification and Bibliography. Antti Aarneʼs 
























31 K. Haupt: Sagenbuch der Lausitz. Bd.I und II. Leipzig 1862-1863.  K・ハウプト『ラウジッ
ツの伝説本』第Ⅰ巻、第Ⅱ巻、ライプツィヒ、1862-1863年。
32 M. Hórnik: Čitaka (Lesebuch). 1863.  M・フルニック『チタンカ（読本）』、1863年
33 K. J. Erben: Slovanská čitanka. Výbor prostonárodních pohádek a povĕsti slovanských w 
nářečich původnůích (Slawisches Lesebuch, eine Auswahl von volkstümlichen slawischen 
Märchen und Sagen im Dialekt). Prag 1863-1865.  K・J・エルベン『スラブ読本─スラブ
民族の方言によるメルヒェン・伝説セレクション』、プラハ、1863-1865年。
34 H. Jordan: Najrjeńše ludowe bajki. 1. zešiwk (Die schönsten Volksmärchen. 1. Heft). 
Wojerecy- Hoyerswerda 1876.　H・ヨルダン『最も美しいメルヒェン集』第 1号、ヴォ
イェレツィ（ホイアースヴェルダ）、1876年。
35 M. Nawka: Baje, baiki a basnički. Serbske narodne. 1. zešwk (Sagen, Märchen und 
Erzählungen. Sorbisches Volksgut. 1. Heft). Budyšin-Bautzen 1914.  M・ナウカ『伝説とメ
ルヒェンと物語─ソルブ民族の宝』第 1号、バウツェン（ブディシン）、1914年。
36 W. v. Schulenberg: Wendisches Volksthum in Sage, Brauch und Sitte. Berlin 1882.  W・フォン・
シューレンブルク『伝説、習俗、慣習にみるヴェント人の民族性』、ベルリン、1880年。
37 E. Veckenstedt: Wendische Sagen, Märchen und Abergläubische Gebräuche. Graz 1880.  E・






















の地域研究』（Landeskunde der Provinz Brandenburg）第Ⅲ巻266頁に再録さ
フェッケンシュテット『ヴェントの伝説・メルヒェン・迷信的風習』、グラーツ、
1880年。
38 A. Engelien und W. Lahn: Der Volksmund in der Mark Brabdebburg. 1. Teil. Berlin 1868.  A・
エンゲリエン／W・ラーン『マルク=ブランデンブルクの民衆のことば』、第Ⅰ巻、
ベルリン、1868年。

























40 A. Černý: Mythiske bytosće łužiskich Serbow. (Mythische Gestalten der lausitzer Sorben). 
Časopis Maćicy Serbskeje 1890-1897. Sonderdruck in 2 Bänden 1898.  A・チェルヌィ『ラ
ウジッツ地方ソルブの神話的表象』、学術雑誌『ソルブの母』、1890-1897（特別号 2
巻本、1898年）。























法使いが、1人の孤児を雇う。（ 4つの中の）1話だけが、我々の a バージョ
ンに合致している。 1話には逃避も描写されている。─このタイプのメ
ルヒェンに関しては、G・ヘンセン（G. Henßen）の『ドイツの恐怖メルヒェ






















41 J. Šewčik: Bajki a basnički. Jubilejne spisy Serbowki. III. zešiwk (Märchen und Er- zählungen. 
Jubiläumsschriften der Serbowka. Bd. III.). Budyšin-Bautzen 1899.  J・シェウチック『メ
ルヒェンと説話─「セルボウカ」記念号』第Ⅲ巻、バウツェン（ブディシン）、1899年。
42 J. Wenzig: Westslawischer Märchenschatz. Prag 1857.  J・ヴェンツィヒ『西スラブのメル
ヒェン・コレクション』、プラハ、1857年。




45 W. Schwartz: Sagen und alte Geschichten der Mark Brandenburg. 3. Aufl. 1895.  W・シュヴァ
























Volksmärchen─ Systematische Quellenangabe mit  Einführung und 
Anmerkungen》）である。「メルヒェンテクスト」と題された B 部には、ソ
ルツ『マルク=ブランデンブルクの伝説と古い物語』（第 3版）、1895年。











47 第 1 - 9番翻訳:「ソルブの民話 1（パウル・ネド編）」（1998年 4月、東ドイツ文学会
（イルムの会）「東ドイツ文学」第 4号、5-44頁）
 第10-13番翻訳:「ソルブの民話 2（パウル・ネド編）」（2004年 5月、東ドイツ文学会
（イルムの会）「東ドイツ文学」第 6号、22-40頁）






 第29番翻訳:「クラバート─ソルブの民話（ 6）─（パウル・ネド編）」（2018年 3月
10日、東洋大学文学部紀要「国際文化コミュニケーション研究」創刊号、171-197頁。）
48 詳しくは、拙訳「クラバート─ソルブの民話（ 6）─（パウル・ネド編）」の訳者解
題を参照のこと。（2018年 3月10日、東洋大学文学部紀要「国際文化コミュニケーショ
ン研究」創刊号、191-197頁。）

